
「3 次元 CAD から学ぶ 機械設計入門［第 2 版］」 

まえがきと詳細目次 

 

第２版のまえがき 

 社会変革の波が激しい 21 世紀のなかを製造業が力強く生き抜くためには，他者が真似することのでき

ない革新的なオリジナル製品をつくり続けることが必要であり，そのためには真に力のある機械設計技術

者を戦略的に育成していくことが肝要です．  

 製造業が機械設計技術者に求める能力は多岐にわたっており，ときとともに能力要件への期待度は変

化しますが，現代から近未来においては機械設計の質の向上および効率化の視点から，3 次元 CAD の

活用能力をふくむ“3 次元設計能力”に対する要望が大きく膨らむことは確かです．  

 このような背景のもとに，若手技術者の 3 次元設計能力レベルを単なる試験の合否判定ではなく“育成”

という立場で評価するための制度が検討され，これを製造業の求めている能力要件に的確に応えること

ができる一流の機械設計技術者に成長するための登竜門として活用する活動がはじまり，“特定非営利

活動法人 3 次元設計能力検定協会”の設立などの現れとなっています．  

 本書の第 1 版は 2005 年 9 月に，このような機械設計技術者育成の活動に応えることのできるテキスト

を目指して出版されました．おかげさまで発刊以来多くの皆様にご利用いただき，よい評価もいただいて

おりますが，出版から 4 年が経過しており，技術の変化にともなう要求値に応え得る内容に改めるため，

第 2 版として改訂発刊することといたしました．  

 申し上げるまでもないことですが，3 次元 CAD ソフトウェアを巧みに操れるだけでは機械設計技術者とし

て通用するものではありません．そこで本書では，3 次元 CAD に加えて機械工学の分野からを基本的な

七つの項目（機械設計七つ道具とよびます）を選定し，これらを初心者が理解できるように平易に解説し，

それぞれを体系的に学習できるように構成しています．  

 その内容は以下のとおりです． 

第 0 章 3 次元 CAD：部品・アセンブリ・図面の考え方，SolidWorks の基本操作など 

第 1 章 JIS 製図法：製図法の基礎，寸法公差とはめあい，幾何公差，表面性状など 

第 2 章 公差設計：ばらつき，互換性，公差の統計的取扱い，公差解析など 

第 3 章 機械材料：機械材料の分類，金属材料，非金属材料など 

第 4 章 加工法：加工法，機械加工，工作機械，数値制御，CAD/CAM システムなど 

第 5 章 強度設計：応力とひずみ，引張り・曲げ・ねじり問題など 

第 6 章 要素設計：ねじ・歯車・軸受の設計法など 

第 7 章 信頼性設計：信頼性設計，信頼性試験，FMEA と FTA など 



 さらに本書は，つぎの方々がその活用目的に沿えるように構成されています． 

●製造業の若手機械設計技術者の方々：自己のスキルアップを目指して 

●機械設計技術者を目指す学生の方々：就職に有利な資格を得るために 

●転職希望の方々：転職に有利な資格を得るために 

●企業の人事教育担当の方々：社員教育，人事評価制度，採用判定のために 

 したがいまして，本書は経験豊かな機械設計技術者のさらなる資質向上を狙うものではなく，機械設計

技術者を目指している方々，あるいは設計補助者を対象としており，機械設計技術者の卵を育成するこ

とを目的としています．まずは本書を用いて学習することで，機械設計技術者としての基礎能力を蓄え，

近い将来において地力のある優秀な機械設計技術者へと成長されることを，著者一同は心から切望申し

上げます．  

 なお，第 0 章の 3 次元 CAD に関しましては，本文では 3 次元 CAD の基礎的な部分（種々の 3 次元 CAD

ソフトウェアに共通していることがら）について記述し，さらに SolidWorks の基本操作部分について解説し

ています．SolidWorksの詳細な操作マニュアルは本書の関連書籍である『図解SolidWorks実習－ 3次元

CAD 完全マスター』（森北出版）を活用されることを推奨しています．  

 最後に本書を出版するにあたり，3 次元設計能力検定協会とソリッドワークス・ジャパンとの全面的なご

支援をいただきました．ここに記して心よりの感謝の意を表します． 

2009 年 10 月 

監修者 岸 佐年 
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